
（２）児童生徒等への指導等

□
特に運動時、その前後も含めてこまめに水分を補給し休憩をとるよう指導する

（運動時以外も、暑い日はこまめな水分摂取・休憩に気を付けるようにする）

□
自分の体調に気を配り、不調が感じられる場合にはためらうことなく教職員等に

申し出るよう指導する

□
暑い日には帽子等により日差しを遮るとともに通気性・透湿性の良い服装を選ぶ

よう指導する

□ 児童生徒等のマスク着用に当たっても熱中症事故の防止に留意する

□
運動等を行った後は十分にクールダウンするなど、体調を整えたうえでその後の

活動（登下校を含む）を行うよう指導する

□
運動の際には、気象情報や活動場所の暑さ指数（WBGT）を確認し、無理のない

活動計画を立てるよう指導する

□ 児童生徒等同士で水分補給や休憩、体調管理の声をかけ合うよう指導する

□
校外学習や部活動の遠征など、普段と異なる場所等で活動を行う際には、事故防

止の取組や緊急時の対応について事前に教職員等と共通認識を図る

□

登下校中は特に体調不良時の対応が難しい場合もあることを認識させ、発達段階

等によってはできるだけ単独行動は短時間にしてリスクを避けること等を指導す

る

※学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き（令和６年４月追補版　環境省・文部科学省）より

熱中症予防に関するチェックリスト


